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【背景】
　社会構造・人口構造の変化、価値意識の変化、親族・
近隣関係の変化、広範な低所得層の出現、大規模災害の
発生など、社会福祉士を取り巻く状況が大きく変化した
ことを踏まえ、平成１８年１２月、社会保障審議会福祉部会
による「介護福祉士制度及び社会福祉士制度の在り方に
関する意見」が提出された。これを受け、社会福祉士の
資質の確保と向上を図ることを目的として、社会福祉士
の定義、義務規定、資格取得方法、任用・活用の見直し
等を盛り込んだ「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部
を改正する法律」が平成１９年に公布された。このうち、
資格取得方法に関する見直しについては「社会福祉士養
成施設の設置及び運営にかかわる指針」が平成２１年４月
１日より施行され、教育内容や教員要件等が法令に基づ
くものとされた。特に、相談援助実習については、実習
施設の実習指導者及び指導内容について一定の要件を定
めるとともに実習時間を１８０時間以上確保することを求
め、実践力の高い社会福祉士を養成していくことを目指
している。
　本稿では、筆者が管理者を務める魚野の家における実
習指導内容について記述し、相談援専門職に求められる
知識・技術・倫理等に照らし合わせた実習指導の在り方
について文献とアメリカでの体験を踏まえ考察を行
う。 
【魚野の家の実習プログラム概要】
　魚野の家には、筆者を含め３名が社会福祉士と精神保
健福祉士のダブル資格を保有し、いずれの実習指導も行
えるようそれぞれの実習指導者講習会を修了した。当事
業所の実習プログラムは、精神保健福祉士実習であって
も、社会福祉士相談援助実習の枠組みである職場実習・
職種実習・ソーシャルワーク実習の３段階モデルを用い
ている。
　一例をあげると、職場実習では事業所のパンフレット
や運営規定、重要事項説明書、事業報告書を用意し、事
業概要等サービス提供の枠組みを理解できるようにして
いる。職種実習の段階では業務分掌表を説明し、法人内
外の委員会、地域ケア会議等に陪席させ、他職種との比
較や連携の実際を体験的に学べるようにしている。ソー
シャルワーク実習は相談援助実習の要と考え、利用者の
協力を得て面接を体験させ、特定場面を逐語録で再現し
理論モデルを用いて説明させるなど、養成校で学んだ知
識や技術を可能な限り体験し習得できるよう指導をして
いる。
　当事業所では、ソーシャルワーク実習に多くの時間を
割いているが、求められる社会福祉士像あるいは精神保
健福祉士像を実習生に伝えるには十分とは言えない。今
日、社会福祉士等の実践分野は、障害、高齢、児童・家
庭、医療、地域社会・多文化などに広がっている上に、
対象者の抱える問題も虐待、メンタルヘルス、貧困、人
間関係等が複雑に絡み合っているため、問題解決には、
ミクロ、メゾ、マクロのすべてのレベルで介入が必要と
なる。実習指導者は、実習生に対し、実習施設に固有な
実習体験をジェネリックな体験に転換できるよう支援
し、将来、分野や問題を問わず相談援助を展開できるよ
うな基礎的な職業能力を身につけさせることが期待され
ている。
【考察】
　ここで、アメリカにおけるソーシャルワークの専門職
教育を紹介し、日本への示唆としたい。筆者はアメリカ
の大学でソーシャルワークを専攻し、３回生時には２５０
時間、４回生時には５００時間の現場実習を履修した。実
習期間中は、定期的に大学に戻り、実習体験をゼミ生と
共有したことがグループスーパービジョンの体験として
蓄積され、さらに実習指導者と大学教員によるスーパー
ビジョンを受けた経験と相まって、筆者の相談援助専門
職としての実践力と実習指導者としての指導力が養われ
た。
　具体的には、ケースを担当し、相談の受付から終結ま
での援助過程を理論・技術・倫理価値の専門要素とリン
クさせながら学んだ。面接で得た情報をアセスメント
ツールにまとめるなかでエコマップやジェノグラムの書
き方を覚えた。いくつかの理論モデルで利用者状況を説
明した。さらに、クライアントとの援助関係を通して自
身の価値観に気づき、自己覚知を深めることができた。
　アメリカのソーシャルワーク専門職教育のシステムを
そのまま日本に適用させることは無理としても、実習施
設と大学等の養成校の間で連携を深め、実習プログラム
の内容やスーパービジョンの方法等について、養成校側
は実習施設に対し、技術指導があっても良いのではない
か。
【結論】
　社会状況の変化を受け、より高い実践力を身に付けた
社会福祉士と精神保健福祉士の養成を目的とした教育カ
リキュラムの改正が相次いで行われたが、より効果的な
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実習指導を行うためには、実習時間のさらなる拡充や実
習指導者の指導水準を引き上げるべきである。具体的な
内容と方法は今後の研究課題であるが、アメリカのソー
シャルワーク専門職養成の仕組みは示唆に富み、一考に
価する。
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